
価値創造の源泉

ビジネスポートフォリオ マテリアリティ

ＧＳ ＹＵＡＳＡは、電池で培った先進のエネルギー技術で世界のお客様へ
快適さと安心をお届けし、持続可能な社会の実現と企業価値の向上を目指します。
1．サステナビリティ課題の解決に貢献し、社会と共に永続的に成長します。
2．公正で健全な経営を遂行し、持続的な成長を支える強固な事業基盤を保持します。
3．多様なステークホルダーと対話し理解を得ながら、信頼関係を構築します。

●CSR･コンプライアンスの徹底　●知的財産の保護
●機密情報管理の徹底

●人格の尊重
●多様性の尊重
●人材開発の推進

●労働環境・労働安全衛生の向上
●高品質な製品の提供
●CSR調達の推進

G

S

メガトレンド

機会

リスク

価値創造プロセス

● 環境対応車の普及
● 再生可能エネルギーの拡大
● 社会インフラ需要の増加

鉛蓄電池事業
による安定した
財務基盤

市場の
ニーズに応じ、
信頼性の高い
生産・販売・保守
ネットワーク

事業を支える
高度な

技術開発力

パートナーシップが
支える

ブランド力と
高い競争力

企業理念を共にし、
常に革新と成長を
続ける従業員

企業理念が浸透し
サステナビリティを
目標とする企業風土

●環境配慮製品の開発と普及　●環境保護の推進

Environment
持続可能な地球環境への貢献

ocial
人権の尊重と社会への貢献

overnance
公正、透明、迅速な
グループ全体のガバナンスの推進

人口増加率
鈍化

地政学リスク

資源・環境の
制約による
経済社会の転換

DX・AI・
IoTの深化

レジリエンスの
重要性の
高まり

● 法規制・規格の変化
● サプライチェーンの変動
● 人的資本の持続性

サステナビリティ
経営方針

経営資源への投資・還元

企業理念 革新と成長 ＧＳ ＹＵＡＳＡは、社員と企業の「革新と成長」を通じ、
人と社会と地球環境に貢献します。

第六次中期経営計画
（2023年度～2025年度）

Vision 2035で描くありたい姿実現に向けた、変革のための土台づくり期間
2025年度目標：売上高 6,100億円　のれん等償却前営業利益 410億円

社会に提供する価値

環境配慮製品の販売拡大による
エネルギーマネジメント
CO2削減量 800万t以上（2021年度）

特許保有件数（国内・海外）

3,748件（2023年3月31日現在）

321億円（2022年度）
27.9％（2022年度）

イノベーション・新事業の創出
による快適な生活環境の実現

利益の最大化と資産効率化
による株主還元の最大化

サプライヤーとの関係強化に
よる安定的な供給体制の確保

DE&Iの推進と人材育成による
価値の創出

2035年の
ＧＳユアサのありたい姿

GS YUASAは、
4つの『Re』をキーワードにエネルギー技術の
革新をすすめ、モビリティと社会インフラの

成長による社会課題解決に貢献し、持続可能な
社会と人びとの快適な生活環境を実現します。

売上高目標8,000億円

Vision 2035

Reborn

Renewable

Reliable

Respect

Vision 2035

Reborn

Renewable

Reliable

Respect

×
BEV用リチウムイオン電池
を中心にHEV、PHEV、補機・
バックアップ用にも供給

電力、通信、情報など
幅広い社会インフラに
最適な電池を供給

モビリティ 社会インフラ

BEV用電池
常用分野

（再生可能エネルギー）

Innovation
革新的な蓄電池技術を
広く社会に届ける

Grow
持続可能なエネルギー
インフラ実現の原動力

Cash Cow
事業構造を変革するための

収益性確保

自動車用・
オートバイ用
鉛蓄電池

電動車用
リチウムイオン

電池

非常用分野
（バックアップ用）

常用分野
（再生可能エネルギー）

自動車用・
オートバイ用
鉛蓄電池

非常用分野
（バックアップ用）

常用分野
（再生可能エネルギー）

次世代電池

 ➡ P.7 Vision 2035

➡ P.25

人々の生活を支える
製品・保守サービス

全国サービス拠点 100ヵ所以上

➡ P.8 取り巻く環境と提供価値

➡ P.21-22

営業利益

総還元性向
（注）上記指標はのれん等償却前です。
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始動用鉛蓄電池は当社グループの財務基盤を支えています。新車向けに加えて、
車両の整備・点検時を中心に発生する補修向け需要による継続的な収益が得られ、
社会インフラを支えているバックアップ用電池電源装置やフォークリフト用の鉛蓄
電池においても安定した収益を獲得できます。

1 鉛蓄電池事業による
安定した財務基盤

グローバル拠点網を構築し、地域ごとのニー
ズに合わせた提案を実施しています。自動車
電池事業では、日本全国4,000カ所以上の取扱
店でユーザーのみなさまに最適なバッテリー
を提案しています。産業電池電源事業では日
本全国100カ所以上のサービス拠点で保守・
点検までのサービスを行うことが強みです。

2 市場のニーズに応じ、信頼性の高い
生産・販売・保守ネットワーク

世界初の量産型EVやHEVにリチウムイオン電池を供給して以来、車載用リチウ
ムイオン電池の先駆的メーカーとして、最先端の技術・製品開発に注力し、多くの日
系自動車メーカーの車種に採用されてきました。またBEV用・ESS用の「高容量・高
出力なリチウムイオン電池」の開発を進めているほか、「サステナブル」と「高エネル
ギー密度」をテーマに次世代電池の研究開発・実用化にも注力しています。

3 事業を支える
高度な技術開発力

当社グループの鉛蓄電池は、自動車用・オートバイ用の両市場で高いシェアを維
持しています。鉛蓄電池は電動車を含む自動車1台に一つ搭載されているため、今
後も鉛蓄電池の需要は維持されると考えています。また、バックアップ用・フォーク
リフト用については国内トップシェアを維持しています。

4 パートナーシップが支える
ブランド力と高い競争力

グループ一体となった経営を推進し、発明家精神・チャレンジ精神を受け継いで「革
新と成長」を日々実践しています。「ものづくりエキスパート」教育研修会や改善チー
ム活動の事例発表会を開催しています。また、各部門が専用データベースにテーマ
を登録し、日々改善活動を推進しており、活動の見える化・活性化に繋げています。
このように当社グループでは、さまざまな活動を通じてものづくりの技術を維持・
伝承しています。

5 企業理念を共にし、
常に革新と成長を続ける従業員

従来定めていた「経営ビジョン・経営方針」を見直し、2023年4月、新たに「サステ
ナビリティ経営方針」を策定しました。サステナビリティを意識した事業活動を根付
かせ、コンプライアンス意識を浸透させることを目的に、2018年度からは､CSR方針
に関連するテーマを取り上げたサステナビリティ職場ミーティングを実施しています。

6 企業理念が浸透し
サステナビリティを目標とする企業風土

96%

対象範囲 ＧＳユアサの全職場：363職場／国内グループ会社 ：22社

●サステナビリティ
　 職場ミーティングが
 　有意義であると
 　感じた職場の割合
　 （2022年度）

● サステナビリティ
    職場ミーティング
　 の実施率
    （2022年度） 100%

●グローバルシェア（2022年度）

2位 1位

自動車 オートバイ

●国内（自動車用）シェア（2022年度）

1位

補修向け

1位

新車向け

●本田技研工業（株）

  優良感謝賞
  「原価部門」※2
  「デリバリー部門」※2
   ダブル受賞（2023年）
   ※2 （株）ブルーエナジーが受賞

2018 2019 2020 2021 （年度）20222013 2014 2015 2016 2017

●10年間の売上高推移
1.4倍

4,343億円※1

19カ国  37拠点
●グローバル拠点数（2023年7月時点）

●産業電池電源事業の
　国内サービス拠点

価値創造の源泉

※1 自動車電池事業と産業電池電源事業の合計

100カ所以上

4,000カ所以上

トヨタ自動車（株）「ハリアー」

● 連結従業員数
　   （2023年3月現在）

14,317名

●トヨタ自動車（株）

　「技術開発賞」※3
    受賞（2021年）
    （ハイブリッド車用リチウムイオン電池
    「EHW4S」）

    ※3 （株）ＧＳユアサと（株）ブルーエナジーが共同受賞

759件

● 改善活動の
　  活動テーマ登録数
   （2022年度）

   

●自動車電池事業（国内）に
　おける取扱店

8% 17% 69% 57%
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